










[報 告] 計算科学・計算機科学人材育成のためのスーパーコンピュータ無償提供利用報告 
 
農学部植物生命科学コースでの大量 DNA 塩基配列解析演習 













 生物は DNA を遺伝情報の担体とする。DNA は 4 種類のヌクレオチドが連なったものであり、それぞれがも
つ塩基（アデニン、シトシン、グアニン、チミン）の並びである「塩基配列」を調べることは、遺伝情報を知り、
ひいてはその生物を知ることにつながる。例えばヒトは約 30 億塩基対の DNA をゲノム（遺伝情報の総体）と
する。2003 年に完了したヒトゲノムプロジェクトでは、この 30 億塩基対の配列を従来法で数百塩基ずつ決定
したため、膨大な時間と労力、コストを要した。しかし 2005 年頃に「次世代シーケンサ」が実用化して以来、
状況は一変した。次世代シーケンスでは大量の DNA 断片の塩基配列を並列的に決定する工夫がなされて

















とって CUI での解析は心理的ハードルが高い。そこで本演習では、研究の実戦経験のない 3 年生のうちか
らそのような解析を体験し、雰囲気に慣れる機会を提供することで、将来先入観なく実験と解析の両方に取
り組める人材の育成につなげることを目指した。 
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演習は 2019 年 11 月 13 日、14 日の 2 日間、計 4 講時にわたって以下のスケジュールで行われた。 
・ 1 講時目： 公開鍵暗号方式によるスパコンとの通信および Linux の基本的な操作の習得 
・ 2 講時目： 次世代シーケンスデータ形式の理解と簡単な分析 
・ 3 講時目： DNA 断片配列の Trinity による de novo アセンブル 






転写し、増幅して得られた DNA の塩基配列を次世代シーケンサ（illumina 社 MiSeq）で網羅的に決定したも
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